
船舶事故調査報告書 

平成３０年５月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

 

事故種類 衝突（かき
．．

筏
いかだ

） 

発生日時 平成２９年８月２６日 ２１時００分ごろ 

発生場所 広島県広島市似
にの

島南西方沖 

 安渡
あ ん ど

島灯台から真方位０２３°１.２海里付近 

 （概位 北緯３４°１７.７′ 東経１３２°２４.８′） 

事故の概要  プレジャーボートSNUFKIN
ス ナ フ キ ン

Ⅱは、東進中、かき
．．

筏に衝突した。 

事故調査の経過 平成２９年９月４日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート SNUFKINⅡ、３.５トン 

 ２３５－４４８９７広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 プロペラ翼に曲損等 

かき
．．

筏 １台が竹材３０本に破損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、家族１人及び友人２人を乗せ、宮

島水中花火大会の観覧を終え、‘似島南西方沖に設置されたかき
．．

筏’

（以下「本件かき
．．

筏」という。）付近を約１５ノットの対地速力で東

進中、船長が、右舷を対して通過できると思っていた反航船が右舷船

首間近に接近するように見えたので、衝突を避けようして左転したと

ころ、本件かき
．．

筏に衝突した。 

 船長は、本件かき
．．

筏の存在を知っていた。 

分析  本船は、東進中、船長が、本件かき
．．

筏付近を航行したことから、反

航船を避けようと左転した際、本件かき
．．

筏に衝突したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、夜間、本船が、東進中、船長が、本件かき
．．

筏付近を航行

したため、反航船を避けようと左転した際、本件かき
．．

筏に衝突したも

のと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・養殖施設等から十分な距離をとって航行すること。 

 ・養殖施設が存在する海域付近を航行中に他船を避ける場合には、

変針よりも、減速による方法を考慮すること。 


